陸上競技部合宿所「葵アスリートハイツⅠ」が完成！！
～3月20日、完成披露会及び祝賀会に学生含め90名の支援者が参集～
3月20日、陸上競技部合宿所「葵アスリートハイツⅠ」の完成披露会及び祝賀会が盛大に開催されました。当日はあいにくの冷たい雨にもかかわらず、村上勝彦学長、富塚文太郎前理事長はじめ、葵友会、東京経済大学父母の会、小平市関係者、陸上部父母の会、葵走会員の支援者がお祝いに駆けつけていただきました。

合宿所は、JR新小平駅・西武国分寺線小川駅より徒歩8分のところにあり、アパート形式の個室14室とミーティングルーム1室を備えており、学生のプライバシーを尊重しながら充実した共同生活が送れるような十分すぎる造りに見学参加者のあちらこちらから驚きの声が聞かれました。

つづいて、雨天の為祝賀会会場にて開所式が執り行われ、陣内良昭部長（副学長）より「オーナーはじめ建築に関わっていただいた方々が我々の意を汲んでいただき、魂を込めて造って頂きました。今日は正に陸上競技部にとって最も歴史に残る日であります。この合宿所を基点として強化に努めて参ります。」との挨拶の後、村上学長による開所宣言が高らかになされました。そして宮里昌寛長距離ブロック長（３年）が「この合宿所で競技者として、人間として、一流を目指してまいります。」との力強い挨拶で開所式が閉会となりました。

つづいて開かれた祝賀会では、伊藤乾司葵走会会長、村上勝彦学長の挨拶のあと富塚文太郎前理事長が壇上に立たれ「強化3年目で、指導者・OB会が主体となってこのような立派な合宿所を完成させたことは正に快挙であり、今後の陸上競技部に大いに期待します。」とのお言葉の後、乾杯のご発声をいただきました。当日は収容70名の会場に学生を含めて約90名にご出席頂き熱気ムンムンの会となりました。そして、多くの支援者による激励のあと、閉会の挨拶に立った金哲彦アドバイザリーコーチは、「合宿所設置の意味として、規則正しい生活をして睡眠を十分にとること、栄養のバランスがとれた食事を摂ることが必ず強さとなって表れます。長距離については箱根駅伝出場を目標とするのではなく、優勝を目標として指導にあたって参ります。」と述べました。会は校歌斉唱、三本締めのあと惜しまれつつ閉会となりました。

陸上競技部長距離ブロックは3月末までに部員6名と新入部員8名の14名が合宿所に入所し4月1日より、箱根駅伝出場を目指しここを基点として強化をしてまいります。なお、来年3月には「葵アスリートハイツⅡ」が同敷地内に完成し他のブロックの学生も入所予定となっています。

今後も益々のご支援を宜しくお願い申し上げます。

合宿所完成披露会出席者（敬称略）

村上勝彦（学長）、富塚文太郎（前理事長）、安川隆司（次期副学長）、豊生益太郎（財務担当理事）、石原紀彦（理事）、尾家伸裕（東京経済大学父母の会会長）、川島康男（葵体育会会長）、加治章（葵友会副会長）、藤原哲重（小平市市議会議員）、小川潔（小平市体育会会長）、三原馨（明治学院大学陸上競技部OB会会長）、西山雅章（明治学院大学陸上競技部OB）、園田耕治（そのだ不動産社長）、園田重蔵、清水雄一郎（以上そのだ不動産国分寺支店）、黒坂東五（葵應会）、戸田駿（東京経済編集委員）

風間静夫（東京経済大学父母の会事務局）、石原融（武蔵村山キャンパス事務長）、一ノ瀬英夫（学生課課長）、森玲子（広報課課長）、【葵友会】山根睦嘉（評議員・武蔵野）、猿山孝夫（武蔵野）、松田輝美（武蔵野）、吉見豊吉（東京西）、織田良一（東京西）、丹野弘三（東京多摩）、杉下哲夫（東京多摩）

木村浩道（東京多摩）、池田裕司（東京多摩）【陸上競技部父母の会】中野和雄（次期会長）、大塚英彦（副会長）、三代川洋次、槻澤洋二、前洋子【指導者・葵走会】長島誠一（名誉部長）、陣内良昭（部長・副学長・体育会会長）、田口修（副部長・経理課課長）、金哲彦（アドバイザリーコーチ）、青木誠一

（短距離コーチ）、青原庄一郎（昭13）、石崎定男（昭28）、今井中（昭30）、伊藤乾司（会長・昭37）

金安義隆（昭37）、鈴木和雄（昭44）、田辺譲（副会長・昭45）、中島久雄（昭48）、星川忠晴（副会長・昭50）、飯塚豊明（副会長・昭56）、鈴木敦史（昭60）、上阪哲也（監督・昭61）、小西政弘（長距離コーチ・平1）、大越健生（副監督・平3）、斉藤禎一（平10）、藤原仁（平15）
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